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研究成果の概要（和文）：本研究は，学校数学教育カリキュラム策定における数学リテラシー概念の応用に基づ
き，教員養成教育における数学教育カリキュラムの理念化，開発を行おうとする。先行研究における教員養成系
数学教育カリキュラム例の提案を踏まえ，本研究ではそれらを批判的に検討し，さらに数学史等新たな分野の教
授法開発を試みると共に，教員養成数学カリキュラムの理念化を行い，その枠組の作成までを行った。一方この
方法論を他教科に拡げる形で教科内容学の確立を目指し，新たな研究を進めつつある。

研究成果の概要（英文）：This study has aimed at systematizing and developing the mathematics 
curriculum for teacher education, based on the concept of "mathematical literacy" already used in 
new school math standard in Japan. Examining critically curricula proposed in our preceding research
 project, we describe a framework of mathematical literacy for (mathematics) teachers, and develop 
further didactic of new materials such as history of mathematics. Moreover we are applying our study
 to other subjects to establish a new study of school content knowledge.

研究分野： Education of Mathematics
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 教育改革は，OECD始め先進諸国の最重
要課題の一つであり，我が国でも一連の施策
が提案・実施されている。「生徒の学習到達
度調査」（いわゆる PISA調査）が実施され，
その結果等に基づいて，現行の学習指導要領
が改訂され，また全国学力調査も行われてい
る。ここで重要なのはリテラシーあるいはコ
ンピテンシーといった基本的能力に基づい
て教育評価を行っている点である。 
 
(2) 一方教育改革を効果的に行うためには教
員養成課程の改革が成否の鍵を握ることも
意識されており，日本でも平成 24 年 8 月に
中央教育審議会の答申が出され，教員の高度
専門化を目指している。 
 
(3) さらに近年高等教育改革が重要課題とな
り，日本学術会議では学部教育のため各分野
の参照基準が提案されつつある。これは欧米
でも同様の動きがある。 
 
(4) また教員養成カリキュラムの理論研究を
目指して 2014 年には，日本教科内容学会が
設立された。本研究代表者は準備段階からこ
れに関わってきた。 
 
(5) 本研究は基本的に同じ趣旨で計画推進さ
れた科研費研究「数学リテラシー概念に基く
教員養成系数学カリキュラムの開発」(基盤
(B), 平成 23~25 年度)の成果を踏まえ，同趣
旨で続けられてきた一連の研究に纏めを行
おうとするものである。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は，数学教育の場において，教員
養成カリキュラム改革のための理論的基盤
を構築し，その具体化を併せて提示しようと
する。 
 
(2) ここでは基本概念として PISA 調査でも
用いられた「数学リテラシー」を用い，教員
の持つべき数学リテラシー像を具体化する。 
 
(3) 一方で数学リテラシー像に基づく教員養
成カリキュラム（数学）案を提示し，実際に
試行し，反省を加える。 
 
(4) さらにそのカリキュラムを実現するため
の具体的な教材を開発，試行する。 
 
３．研究の方法 
(1) 「教員の持つべき数学リテラシー像」の
策定においては，学校教育での「数学リテラ
シー像」を踏まえつつ，大学教育における「教
員に必要な数学リテラシー像」を策定する。 
 
(2) 「数学リテラシー」に基づく数学カリキ
ュラム構築においては，先行研究でなされた
大学アンケートに基づくカリキュラム提言

を踏まえ，それを本研究の立場から批判的に
検討する。試行しつつあるものについては実
際的な検討を加える。 
 
(3) 教材開発に置いては，先行研究に引き続
き，日本数学会の活動と協力しつつ，研究協
力者達による独自の活動を行う。 
 
(4) 新たに設立された日本教科内容学会にお
いて本研究に基づく数学教育の研究を紹介
しつつ，他教科における同趣旨の研究に学び，
より一般的枠組の策定を目指す。 
 
(5) 先行研究に続き，日本数学会教員養成系
懇談会の京都大学数理科学研究所短期共同
研究，「数学教育の会」の活動，「名古屋数学
教育セミナー」などの組織的活動と財政的支
援を含め密接に協力してゆく。 
 
４．研究成果 
以下について成果を得た。 
(1) 教員養成数学教育教授法の開発について，
先行研究に基づき，主要大学での具体例につ
いて批判的検討を行った(報告集①②)。先行
研究で開発の必要が指摘された統計あるい
は数学史等については，名古屋数学教育セミ
ナーに講師を招き研究会を実施した。一方情
報機器の進展に基づき，その効果的使用が新
たな課題として浮上したが，十分な研究には
至らなかった。 
(2) カリキュラムモデルの再構築については，
モデルとして先行研究の中で椙山女学園大
学のそれが提案されていたが，これについて
実践的な立場およびリテラシー論の確立を
踏まえて新たに批判的検討を行った(論文③)。
後者の意味では肯定的結論が得られたもの
の，実践上は様々の問題点が指摘され，改善
策が提案された。 
(3) 数学教員の持つべき数学リテラシー像の
策定については，2012年 PISA調査の枠組が
考慮に値するものであり，これと比較した独
自の枠組を世界数学教育会議（ICME13）に
おいて提案した(学会発表①)。しかしこれは
より具体的に記述される必要がある。一方こ
の間「コンピテンシーベースの教育論」が一
般に広まり，これと重なる部分についての考
察は「数学セミナー」のシリーズ論考に含ま
れる(論文⑧)。この枠組を他教科へと拡大す
る方向性が，日本教科内容学会の設立へと繋
がり，本研究を一つの先行モデルとすること
が提案された(論文④)。この方向性は同学会
での主要プロジェクトとして現在推進され
つつある。 
 また数学教員リテラシー像の策定に前提
とされる学校教育での数学リテラシー像策
定あるいは大学教育での数学リテラシー像
など関連するテーマの研究に協力した。 
(4) 全体的研究活動の概要 
 2 回の全体研究集会を南九州大学で開催
(いずれも報告集が出版されている)，名古屋



数学教育セミナーを各年度 3回ずつ計 9回開
催した。 
(5) 残された課題および今後の計画 
 本計画は当初然るべきまとまりを持った
形で終了する予定であったが，研究の困難お
よび教育をめぐる状況の急速な展開もあっ
て枠組をある程度作成し予備的な考察を行
う(論文①)に止まり，具体的な纏めは将来に
残された。幸い平成 29 年度からの科学研究
費計画「数学リテラシー概念に基く教員養成
系数学教育カリキュラム具体化の研究と教
授法の開発」が採択された（基盤研究(B)）の
で，上記の未達成課題をこの中で追求してい
く。特に当初目標であった数学科指導法教科
書あるいは著書を公刊する，あるいはテキス
トをウェブサイトで公開する予定である。 
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